


２ ０ ２ ５ 年 度 の あ ゆ み 
 

月 日(曜日) 事   業   内   容 会  場 担  当 

4 
４日(金) 役員選考委員会 かふぇさーしゃ 役員選考委員 
１９日(土) 北海道ユネスコ連絡協議会常任理事会 札幌市 事務局 
２２日(火) 定期総会 ときわ市民ホール 各部・事務局 

５ 
１３日(火) 例会 ときわ市民ホール 事務局 

１８日(日) 
北海道ユネスコ連絡協議会事務局長会議 

札幌市 事務局 
北海道ユネスコ連絡協議会定期総会・交流会 

６ 

１０日(火) 例会 ときわ市民ホール 各部・事務局 
２１日(土) 
２２日(日) あさひかわデザインウィークまちなかキャンパス 2025 旭川平和通買物公園 組織・普及部 

２４日(火) ZOOM運営会議  各部・事務局 

７ 
５日(土) 世界寺子屋運動ユネスコキャンペーン 旭川平和通買物公園 国際交流・女性部 
８日(火) ユネスコビールパーティ 和風旅館扇松園 組織・普及部 
２６日(土) ZOOM運営会議  各部・事務局 

８ 
６日(水) 青少年体験学習 木と暮らしの情報館 青少年・学習部 
１２日(火) 例会 ときわ市民ホール 各部・事務局 
２６日(火) ZOOM運営会議  各部・事務局 

９ 

９日(火) 例会 ときわ市民ホール 各部・事務局 
１１日(木) 旭川市議会子育て文教常任委員会委員との懇談会 旭川市議会 各部・事務局 

３０日(火) 
旭川市立大学打合せ(連携協定関係) 旭川市立大学 事務局 
ZOOM運営会議  各部・事務局 

１０ 

１４日(火) 例会 ときわ市民ホール 各部・事務局 

１８日(土) 
ミズナラ植樹活動 ホタルの里広場 青少年・学習部 
第 81回日本ユネスコ運動全国大会 in金沢 石川県金沢市 事務局 

２６日(日) 第 58回科学の夢の図画コンクール表彰式(後援) 旭川市科学館 事務局 
２８日(火) ZOOM運営会議  各部・事務局 

１１ 

１１日(火) 例会 ときわ市民ホール 各部・事務局 
２２日(土) 第 35回小・中学生ユネスコ作文コンクール表彰式 サンアザレア 青少年・学習部 

１５日(土) 
第 58回北海道ユネスコ大会 in江差 
2025年度北海道ブロックユネスコ活動研究会 檜山郡江差町 事務局 

１２ 
２日(火) 東川町訪問(第 33回外国青年日本語主張発表会関係) 東川町庁舎 国際交流・女性部 
１１日(木) ユネスコ年末交歓会 旭川お城の鯉寿し 組織・普及部 
１２日(金) 第 33回外国青年日本語主張発表会・表彰式 旭川市立大学 国際交流・女性部 

１ 
１３日(火) 例会（新年の抱負を語る会） ときわ市民ホール 各部・事務局 
２２日(木) 旭川市立大学連携協定締結式 旭川市立大学 事務局 
２４日(土) 北海道ユネスコ連絡協議会新年午餐会 札幌市 事務局 

２ 
３日(火) 旭川西ロータリークラブ例会での事業説明 旭川アートホテル 事務局 
１０日(火) 例会（ユネスコ講演会） ときわ市民ホール 組織・普及部 

３ 
１０日(火) 例会（2025年度の成果と課題及び 2026年度計画） ときわ市民ホール 各部・事務局 
２４日(火) ZOOM運営会議  各部・事務局 
３１日(火) 会報第 44号「旭川ユネスコ協会」発行  事務局 

 

 

通 年 事 業 
世界寺子屋運営委員会 
書きそんじハガキ等「タンス遺産」回収 
公益社団法人北海道森と緑の会募金 
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国際交流・女性部 

令和 7年度   旭川ユネスコ協会 

   国際識字教育 「世界寺子屋建設」 募金活動 

 

２０２５年７月５日      

 旭川市平和通買物公園 

 世界には、学校に行けない子供が約 1 億２１００万人、文字を読めない人が約７億７

３００万人います。文字を読めないために貧困の連鎖から抜け出ることができません。 

 ユネスコは、世界中が平和になるために、すべての人が教育を受けられるように、寺

子屋を建てて応援しています。 

          今年も「らんけい保育園学童クラブ」 

         の皆さんと街頭募金活動を行いました。 

この募金でお預かりしたお金は、 

日本ユネスコ協会を通じて カンボジ 

ア等の寺子屋建設と運営資金として 

有効に使われます。 

子どもたちの元気な声が響きます 
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国際交流・女性部

第33回 外国青年日本語主張発表会 開催結果

１ 行事目的： 異なる文化・価値観を尊重し合い、共生社会を創るユースの育成

２ 主催・共催・後援・協賛： 右ページに記載

３ 出場・受賞者一覧

①演題 ②留学生氏名（国籍、所属校）

旭川市長賞 ①「異邦人から市民へ私を変えた旭川との対話」

②ハイ スイ（中国、旭川市立大学）

教育長賞 ①「小さい国から見る世界」 ②マフカンバエワ シャフロ フサン

キジ（ウズベキスタン、東川日本語学校）

東川町長賞 ①「留学生としての経験」

②ニトｳ カルキ（インド，旭川永嶺高校）

NHK旭川 ①「返信」

放送局長賞 ②リー ジーフｱン（台湾，東川日本語学校）

北海道新聞 ①「夢は逃げない」 ②ハイダル フｱヤド ガイサン ムストフｱ

旭川支社賞 （インドネシア， 東川日本語学校）

旭川ユネス 高校生の部；①「留学して感じていること」 ②イブ ジャックリーヌ

コ協会 キンシネロス アスペ（メキシコ、旭川藤星高校）

会長賞 大学生の部：①「国をこえて心がつながる時代へ」

②リ ケンシュン（中国、旭川市立大学）

一般・各種学校の部：①「留学して感じていること」②ミルザエヴァ

マデｲナ ホルム マハド キジ（ウズベキスタン、東川日本語学校）

旭川 ①「自国と日本との違い」

ユネスコ ②エイドリアン ランド（スウｴーデン、旭川志峯高校）

協会奨励賞 ①「七夕」 ②リム ソンホ（韓国、東川日本語学校）

①「ＡＩ（人工知能）とその仕事や生活への影響」

②トｳルオン テｲ タム ニュ（ベトナム、東川日本語学校）

２ 審査委員 （敬称略）

旭川ユネスコ協会会長 林 朋子、 旭川市教育委員会社会教育部長 田村 司

旭川市立大学短期大学部副学長 豊島琴恵、 旭川ユネスコ協会参与 蝦名信幸

３ 成果と課題

○東川町立東川日本語学校との連携発展、｢東川町長賞｣の贈呈

○旭川市立大学との連携協定締結へ発展、○学生主体の国際交流会発生継続

○協賛会社の留学生支援

△地域コミュニテｲーへの発展策（開催時期・場所・内容・運営方法などの検討）

△地域全体で外国ルーツの人達について考える展望（世界平和と福祉）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 33 回  外国青年日本語主張発表会 

旭川市立大学  
理事長 髙瀬 善朗  

と き 令和 7 年 12 月 12 日 17:00～                                

ところ 旭川市立大学短期大学部２F 
 

主催 旭川ユネスコ協会  

共催 旭 川 市 立 大 学   

後援  旭川市 旭川市教育委員会  
      東川町 旭川市国際交流委員会 
     NHK旭川放送局 北海道新聞旭川支社 
     あさひかわ新聞社 
協賛  株式会社 道北アークス 
      東日本損害調査北海道（株） 
      登楊建設（有）  

東川町長 
菊地 伸 様 

8 か国 1 地域 11 人の留学生が日本語でスピーチ      

旭川市教育委員会  
文化振興課長 坂本  剛 様  

旭川ユネスコ協会  
会長 林 朋子 



 旭川ユネスコ協会 2025年度 ミズナラの植樹活動 関連活動 

「森のこと、樹木のこと、豊かな自然」 興味のある人  集まれ～！ 
 

第 1回 活動      2025.8.6 
「樹木のことを もっと 知ろう  

樹木と触れ合う体験をしよう」 
道林産試験所内「木と暮らしの情報館」 

協力 北海道林産技術普及協会 

第 2回 活動      2025.10.18 
「ユネスコの森に ミズナラの木を植えよう」 
    西神楽ホタルの里(ホタキラ) 

「ユネスコの森」 
協力 上川中部森林管理署 

旭川西神楽ホタルの会 

 

令和 7年度のミズナラ植樹活動は、2つの活動を連

携させて実施しました。第 1 回目の活動には植樹

活動に繋がる体験活動(ワークショップ：木の葉の押

し型トートバックづくり)を実施、第 2回目の活動は従

来からの植樹活動を行いました。体験学習では、木

の葉の違いなどの学習を生かした制作活動を、植

樹活動では、植樹ばかりでなく樹木の管理や森の

様子などの森林学習、豊かな自然環境に生息する

ホタルについての学習など、たくさんのことを学

び体験した活動となりました。ご協力いただいた

関係機関、関係者の皆さんに感謝いたします。 

 青少年学習部 

 旭川ユネスコ協会 2025年度 ミズナラの植樹活動 関連活動 

「森のこと、樹木のこと、豊かな自然」 興味のある人  集まれ～！ 
 

第 1回 活動      2025.8.6 
「樹木のことを もっと 知ろう  

樹木と触れ合う体験をしよう」 
道林産試験所内「木と暮らしの情報館」 

協力 北海道林産技術普及協会 

第 2回 活動      2025.10.18 
「ユネスコの森に ミズナラの木を植えよう」 
    西神楽ホタルの里(ホタキラ) 

「ユネスコの森」 
協力 上川中部森林管理署 

旭川西神楽ホタルの会 
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２０２５年１１月２２日（土）13:00～ 

旭川建設労働者福祉センター 

青少年 学習部 

主 催 旭 川 ユ ネ ス コ 協 会  

後 援 旭 川 市 教 育 委 員 会  

協 賛   

 

ご来賓 

 旭川市教育委員会  

   野﨑 幸宏 様 

 旭川市西神楽ホタルの会 

   坂本 征文 様 

最優秀作文の朗読 

 小学校最優秀賞 
   東町小 6年 向井絢音 さん 

賞状の授与 (欠席のため 代理受賞 奈良教諭) 

 中学校最優秀賞 
  春光台中 3年 鳴海柚花 さん 

関連団体の活動紹介 

 環境・自然保護に取り組む 

 「旭川市西神楽ホタルの会」の 

 活動から保護活動の様子を学ぶ 

小学校 最優秀賞の授与 



 
■  小学校の部                              33 作品 
最優秀賞  世界の飢餓と、私たちにできること      東町小学校  6年 向井 絢音 

優 秀 賞  さけられない自然災害と平和         東町小学校 6年 安藤 秀大 

      地球温暖化と平和              東町小学校 6年 遠藤 百桜 

      戦争と平和                 東町小学校 6年 粕谷 英寿 

      地球温暖化と平和              東町小学校  6年 関口つばさ 

      心の健康と世界平和について         東町小学校  6年 髙綱 優羽 

      いじめと平和と旭川の対策          東町小学校  6年 谷  優花 

      高齢化社会と付き合っていくために      東町小学校  6年 塚田 和紗 

      平和を守るためにできる事          東町小学校  6年 山本 夏央 

優 良 賞     24作品 

■  中学校の部                              37 作品 
最優秀賞  世界に広がれ 平和の輪           春光台中学校 3年 鳴海 柚花 

優 秀 賞  裸足の笑顔に映る希望           春光台中学校 1年 大石かれん 

      ゴミをへらすために自分ができることは？  春光台中学校 2年 伊藤 美月 

      「伝承を生かす」             春光台中学校 2年 木曽 彩芭 

      平和ってなんだろう            春光台中学校 2年 山村 美空 

      終戦 80年を迎えて思うこと         東鷹栖中学校 2年 伊東芯一朗 

      人が平和になれない理由          東鷹栖中学校 2年 伊藤 弘輝 

      地球温暖化について            東鷹栖中学校 2年 大塚穂乃里 

      私たちの未来               東鷹栖中学校 2年 楠原 瑛太 

      世界中を幸せにするには          東鷹栖中学校 2年 齋藤 楓真 

涙の中の、光               東鷹栖中学校 2年 中山 羽菜 

戦争と平和                光陽中学校 2年 三橋 愛莉 

優 良 賞     25作品 

 
 

 

 

この度のユネスコ作文に応募いただきありがとうございました。 

 今回の応募数は、小学校 1校 33作品、中学校 3校 37作品でした。 

このユネスコ作文に取り組んで下さった皆さん、各学校並びに担当の先生方、保護者の皆さんに心から感謝

を申し上げます。 

今回の作文を審査して、印象に残ったことが二つあります。 

一つは、自分のテーマについて、しっかり調べて作文にまとめていたことです。インターネットや書物、家 

族の話や体験など、テーマに関わる情報や自分の考えを裏付ける事柄を丁寧に調べていたことに感心しました。 

二つ目は、調べることで「知ったこと、わかったこと」から、今まで「当たり前だ」と思っていたことが、

実は「当たり前ではなかった」ことに気づいた人が多かったことです。     

そして、今まで「他人のこと」だと思っていたことを「自分のこと」としてとらえ、今の自分に何ができる

かを考えた作文がとても多かったことです。 

 今回最優秀賞の二人の作品は、そうしたことがよく表れていた作文でした。テーマの難しい内容やたくさん

のデータを、できるだけ自分の言葉でわかりやすく伝えようとしています。そして身近なところから今の自分

たちにできることを呼びかけています。 

 小学校最優秀賞の旭川市立東町小学校 6年 向井絢音さんは、「飢餓を解決することが平和に繋がる」として、

飢餓の意味や世界の飢餓の様子を調べました。そして、解決する方法の中から、「自分たちのできること」の

一つとして「フードロスを少なくする」ことに目を向けています。 

審査員 講評                   青少年学習部  安藤 邦行 

第 3５ 回 小・中学生 ユネスコ作文コンクール    受賞者 一覧  
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 中学校最優秀賞の旭川市立春光台中学校 3 年 鳴海柚花さんは、「私たちが普通に過ごしているこの瞬間で

も、世界のどこかで尊い命が奪われている」ことを知り、世界の平和について考えました。 

二度と同じ苦しみや悲しみをくり返さないために、今自分たちができる小さな日々の積み重ねこそが 大切

だと訴えています。 

 もちろん二人のほかにも、紹介したい素晴らしい作品が数多くありました。 

 最後に、今回のように調べた情報をどのように作文に生かすかについて考えてほしいと思います。 

 調べていくと、たくさんの情報に出会いますが、得られた情報から、皆さんが何に気づき、今の皆さんが何

をすることが大切なのかをまとめることです。大人の考えではなく、今の皆さんのできること、これから進む

べきことをまとめることです。 

そんなことに注意して、これからも皆さんの澄んだ目で、社会のことを見つめてほしいと思います。 

素晴らしい作品を応募してくれた皆さんに心からお礼を申し上げて講評といたします。 

 

 

 

 

 

 

世界の飢餓と、私たちにできること          旭川市立東町小学校 6 年 向井 絢音 
 
 私は、今世界各地で起こっている、飢餓を解決することが、平和に繋がると考える。 

 なぜなら、飢餓は、生命に関わる問題であるからだ。 

そもそも飢餓とは、十分な食べ物を食べられずに栄養不足になり、健康を保つことができなくなった状態の

ことだ。そんな状態が続いてしまうと、認知機能や免疫力の低下により、感染症にかかりやすくなる。そして、

最悪の場合、命を落とすことになってしまう。 

 現在、子どもから大人までおよそ 8億人が、飢餓に苦しめられている。そんな飢餓を少しでも早く解決する

ためには、私たちにできることを探し、実行することが大切だと、私は考える。そして、それがどんなに小さ

なことでも助かる人がいるということを、忘れないでほしい。 

これからその、「私たちにできること」の具体的な例を挙げていこうと思う。 

 まずフードロスを少なくするということ。フードロスとは、本来食べられるのにも関わらず、廃棄されてい

る食品のことであり、日本では年間 523 万トンが廃棄されている。 

そんなフードロスをなくすためには、一人一人の食べ残しを減らすことが大切だ。たとえ苦手な食べ物も少

しでも食べて、残る量を減らす。あなたが廃棄した食べ物は、まだ食べられるということ。その食べ物を求め

ている人がいるということを忘れず、フードロス削減を心がけてほしい。 

 次に、地産地消を意識するということだ。自分の国で生産された食べ物を、自分の国で消費する地産地消は、

食料自給率を高め、輸入に頼るリスクを減らすことができる。これにより、もし仮に食糧輸入がストップして

しまっても、飢餓に迫る可能性を低減することができるのだ。 

 そして最後に、支援団体の寄付を行うということだ。 

飢餓問題に取り組む支援団体へ寄付を行うことにより、食料を提供できるだけでなく、感染予防などの健康

を支える取組や医療機関との連携による治療などの、様々な取り組みに貢献することができるのだ。  

また、少額からでもできる支援に参加できるというメリットもある。 

 このように、現在世界各地で起こっている飢餓を解決するために、私ができることがあるのだ。 

今後、挙げた例などを中心に、飢餓を解決するために活動していこうと思う。そして、たくさんの人々が協

力し、少しでも早く飢餓がなくなり、平和が訪れることを願っている。 

 

最優秀賞 受賞作文 

＜ 小学校の部 ＞ 



世界に広がれ 平和の輪           旭川市立春光台中学校  3 年  鳴 海 柚 花 
 
世界のどこかでは、空から爆弾が落ちてくる日々を過ごしています。同時に、私たちの居場所では今日も平

和な一日が始まろうとしています。この違いはとても大きく、私たちが普通に過ごしているこの瞬間でも命が

奪われていると知って、私が平和について考えるきっかけとなりました。 

 そこで、私は最近ニュースで見るロシアとウクライナの戦争について調べてみました。 

 ２０２２年に開戦し、ロシアが突然ウクライナに軍事侵攻したことがきっかけで戦争がはじまり、ウクライ

ナの人々は家族と離れ離れになったり、学校に行けなくなったりしていました。また、日本がウクライナに対

して人道や食料、発電機や変圧器などのエネルギー関連機材の供与等支援を行っています。日本以外でも多く

の国が、様々な形でウクライナをサポートしています。このことから、世界中の人々が平和を強く願っている

のだと思います。 

 私は、毎日家族や友達と一緒に過ごして普通に学校に通えることが当たり前の生活だと思っていました。し

かし、ウクライナの人々の過酷な生活を送っている様子をニュースで見て、当たり前だと思っていたことが本

当はすごく大切だということに気づきました。平穏な生活で過ごせる毎日も、もし同じような困難な状況に陥

れば簡単に壊されるという事実を知りました。 

平和な毎日とは、私たちが普段で当たり前と思える毎日がどんなことよりも特別で大事なことだと考えまし

た。また、家族と友達と一緒に過ごせるのは、平和な毎日があってこそ過ごせると気づきました。 

 実際に、日本でもかつて戦争の中で広島や長崎に原子爆弾が落とされ、多くの人々が当たり前だった毎日が

一瞬にして失われてしまいました。原爆は世界最悪な核兵器だと思います。 

原爆が落とされたのは約８０年前のことですが、あの日の悲しい出来事は今でも人々の心から消えることは

ないと思います。たった一発で都市を壊滅させ、多くの人々の命や幸せを奪いました。広島ではおよそ 14 万

人、長崎ではおよそ 7万人が亡くなりました。広島の中学校では、爆心地から９００メートルほどの屋外で作

業をしていて、強烈な熱線で皮膚は焼けただれて全身に致命的なやけどを負った人々もおれば、爆風によって

地面に叩きつけられたり飛んできたがれきによって傷つけられたりした人々もいたそうです。生き延びた人た

ちでも、目に見えない放射線の影響で、急性放射線障害や白血病などが発症しやすくなっていました。また、

身体の被害だけではなく、精神的なショックから立ち直れずに苦しむ人もいました。 

 このように、原爆による被害はとても深く長く続いており、生活にまで大規模な影響を与えています。だか

らこそ、私たちは二度と同じ悲しみや苦しみをくり返してはいけません。 

 原爆の恐ろしさや、そこで奪われたものの大きさを私たちはしっかり学び、戦争や原爆の悲しみを二度とく

り返さないという気持ちを日々の生活で命や友達、家族を大切にするという形で守り、小さな優しさや思いや

りを毎日積み重ねていくことが、未来の平和を守る重要な第一歩になるのだと思いました。 

 私の学校でも、みんなで千羽鶴を折って長崎に寄贈するという取り組みを毎年行っています。一枚一枚の鶴

には、戦争やいじめのない世界、世界中の人たちが安心で安全な生活が送られるようにと願いを込めて折って

います。 

 出来上がった千羽鶴が長崎に届いたとき、自分たちの小さな願いが世界につながっていくのだと思うと、と

ても嬉しい気持ちになります。また、平和を守るためにはこうした活動だけでなく、一人一人が毎日の生活の

中でできることを考えていくことも大切だと思いました。 

 今後、私ができる平和のための行動は、まず身の回りの人を大切にすることだと思います。友達や家族と仲

良くしたり、いろいろな人の考え方を受け入れることは小さなことかもしれませんが、その小さな積み重ねが

やがて世界の平和に繋がっていくのではないでしょうか。 

そして、平和について考え続けることもとても大切です。ニュースで戦争などのことを知ったときは、自分

にできることは何かを考えたり、家族や友達と話し合ったりすることで、平和への意識を持ち続けることがで

きると思います。 

 世界には、今も核兵器や争いにより平和が危険にさらされています。しかし、原爆の被害を知る私たちが平

和について考え、深め合うことによって一人一人が命の大切さ、争いの悲しさを考えるきっかけになるとは思

いませんか。違いを越えて、協力し合ってみんなが安心安全に暮らせる世界がつくれるとは思いませんか。 

＜ 中学校の部 ＞ 

世界平和は夢じゃなく、私たち一人一人の力で造っていくものだと感じます。 
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旭 川 ユ ネ ス コ 協 会 
        （令和７（２０２５）年度 ・ 令和８（２０２６）年度） 

 

歴 代 会 長 

 

初代 長沢 節男 S47～S50 

2 代 山崎 正英 S51～S52         

3 代 瀬住知栄子 S53～S54        

4 代 奥村 一男 S55～S56         

5 代 敦賀谷 謙 S57～S58         

6 代 山下  清 S60～S61         

7 代 高野美代子 S62～S63        

8 代 河北 芳造 H1～H6 

9 代 奈良 尚久 H7～H18 

10 代 青山 儀松 H18～H18 

11 代 六車  寛 H19～H22 

12 代 山上 雅己 H23～H26 

13 代 藤原 一朗 H27～H30 

14 代 林   朋子 R1～現在 

・ 

顧   問 山崎 正英・山上 雅己 
参   与  横山 末子・蝦名 信幸 

（以下五十音順） 
会   長  林 朋子 
副 会 長  安藤 邦行・薄井 タカ子・和島 徹男 
監   事  浜田 富枝・森   映 

 
業  務  分  担 理    事 担 当 会 員 

組織・普及部 

・会員募集 
・ビールパーティー 
・年末交歓会 
・講演会 

担当副会長 

薄井 タカ子 
安藤  伸・貝谷 則明 
高木 百合子・髙澤 善美 
武石 陽一・西山 陽一 
森下  元・米増 美保子 

蝦名 信幸・大川 幸子 
北村 まさ子・田中 豊子 
畠山 晃美・安田 彩矢香 事務局 

畠山 晃美 

国際交流・女性部 

・寺子屋キャンペーン 
・外国青年日本語主張 
発表会 

担当副会長 

和島 徹男 
上野 和幸・蝦名 安信 
神原 亜貴子・佐野 智子 
品田 登起恵・藤平 忠久 
森  宗一 
 

鵜飼 君江・小敷澤 明利 
竹中 英泰・深野 智仁 
三井 あき子・山崎 喜美子 事務局 

藤平 忠久 

青少年・学習部 

・みずならの植樹 
・ユネスコ作文募集 
・ユネスコ出前授業 

担当副会長 

安藤 邦行 
斎藤 寛幸・塩尻 英明 
高橋 紀博・中村 徳幸 
浜田 富枝・林  祐作 
森   映 

秋岡 康晴・東  国幹 
岡田 政勝・桑野 紗耶加 
藤木 学・横山 啓一 
横山 末子 

事務局 

浜田 富枝 

世界寺子屋運営委員会 
委員長 西山 陽一 
委 員 薄井 タカ子・藤木 学 

 

 

 

 

事務局 

会計担当 

・一般会計・特別会計 
・世界寺子屋建設  
・補助金申請，実績報告 

主務 貝谷 則明 
副務 畠山 晃美 
 

事務担当 

・例会案内・各種審査，報告 
・総会議案作成 
・会報編集 

事務局長  森下 元 
事務局次長 藤平 忠久 
事務局員  田中 豊子・浜田 富枝・森 宗一 



◯会員名簿(令和 7 年 4 月 1日～令和 8 年 3 月 31 日）（五十音順） 
 

秋 岡 康 晴 ・ 東   国 幹 ・ 安 藤 邦 行 ・ 安 藤   伸 ・ 上 野 和 幸 
鵜 飼 君 江 ・ 薄 井 タカ子 ・ 蝦 名 信 幸 ・ 蝦 名 安 信 ・ 大 川 幸 子 
岡 田 政 勝 ・ 貝 谷 則 明 ・ 神 原 亜貴子 ・ 北 村 まさ子 ・ 桑 野 紗耶加 
小敷澤 明 利 ・ 斎 藤 寛 幸 ・ 佐 野 智 子 ・ 塩 尻 英 明 ・ 品 田 登紀恵 
高 木 百合子 ・ 髙 澤 善 美 ・ 高 橋 紀 博 ・ 武 石 陽 一 ・ 竹 中 英 泰 
田 中 豊 子 ・ 中 村 徳 幸 ・ 西 山 陽 一 ・ 畠 山 晃 美 ・ 浜 田 富 枝 
林   朋 子 ・ 林   祐 作 ・ 深 野 智 仁 ・ 藤 木   学 ・ 藤 平 忠 久 
三 井 あき子 ・ 森     映 ・ 森   宗 一 ・ 森 下   元 ・ 安 田 彩矢香 
山 上 雅 己 ・ 山 崎 喜美子 ・ 山 崎 正 英 ・ 横 山 啓 一 ・ 横 山 末 子 
米 増 美保子 ・ 和 島 徹 男 
                                          （４7 名） 

◯2025（令和 7）年度賛助会員名簿（五十音順） 

№ 氏   名 企    業    名 
１ 荒 井  保 明 荒井建設株式会社 
２ 荒 田  祐 一 東日本損害調査北海道株式会社 
３ 石 川  千賀男 株式会社トラストコーポレーション 
４ 伊 藤  友 一 有限会社デザインピークス 
５ 大 西  久美子 株式会社大西時計店 
６ 小田桐    雄 クリーンサービスダイシン有限会社 
７ 坂 下    薫 登楊建設有限会社 
８ 佐々木  徹 雄 旭川食糧株式会社 
９ 新 谷  逸 生 新谷建設株式会社 
10 染 谷  哲 義 株式会社カンディハウス 
11 茶 山  一 利 株式会社須田製版旭川支社 
12 中 谷    登 株式会社廣野組 
13 中 濱  亜喜良 有限会社中工房 
14 中 村    健 株式会社めがねのナカムラ 
15 長谷川    充 弘友設備工業株式会社 
16 林    宏 一 医療法人社団東旭川宏生会 
17 山 崎  雄 吉 株式会社クランバーズ旭川支社 
18 六 車    聖 株式会社道北アークス 

 

入会のお誘い 
あなたも一緒にユネスコ活動をしませんか！ 

連絡先 旭川市教育委員会社会教育部文化振興課 ℡25－7558（直通） 
                 事務局長 森下 元 ℡090－6216－4451 

年会費 
一般会員  ５，０００円（一緒に活動していただける方） 
賛助会員 １０，０００円（活動を支援してくださる方）  

 




